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令和 7 年度　　学校評価書【学校運営協議会用】（　計画段階　）

⑪小中学校や地域が実施する行事等に積極的に協力する。
⑫ホームページの更新を即時性を持って行う。

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

スクール・ポリシー
（三つの方針）

　地域とともに活動する経験を通して、自らの夢を見つけ、育み、叶える力を持った人材を育成する学校
総合的な探究の時間や行事をはじめとした特別活動を中心に、地域と一体となった教育活動を通して、自らの夢を見つけ、一人一人の違いを認
めて輝ける人材を育成します。

・学業や特別活動、運動競技・文化活動等の多様な分野において真面目に努力している人
・高校生活全般に積極的かつ意欲的に取り組む人

・基礎学力定着のための「振り返り」学習の徹底
・自己肯定感や自己有用感涵養のための観点別評価の実施
・課題解決型学習の推進

・目標達成に向けて粘り強く取り組み続ける力
・奉仕の精神を持って他と協調できる人間力
・学びに向かう姿勢を支える学力

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

福岡県立 太宰府 高等学校

１ 成果

(１)アフターコロナの中で、新たな形での
学校行事を実施し、生徒達の達成感や
満足度の向上に繋がった。
（2）１年次から３年次へと、探究活動を
軸とした学びのプログラムの一つの形を
作ることが出来た。
　
２ 課題

(1)個に応じた学力の育成。
(2）生徒の主体性の一層の伸長。
(3)生徒の規範意識の向上。
(4)人権を大切にする環境作り。
(5)広報活動の一層の充実。

学校運営計画（４月）
評価

（総合）

G　生徒一人ひとりが安心出来る環境を作る。
H　人権教育の充実を図る。

⑧計画的面談等を通して、生徒とのコミュニケーションを充実させる。
⑨職員研修等を通して、生徒とのコミュニケーションに係るスキルを向上させる。
⑩現在の社会状況に合った人権教育の内容を研究する。

A　基礎学力の充実。
B　生徒個々の進路志望実現に向けた学力の育成。

①「振り返り」学習を徹底し、必要に応じて「学び直し」学習を実施する。
②授業改善を中心に、個に応じた学びの提供に努める。
③生徒の進路意識向上のため、キャリア教育を一層推進する。

C　多面的な評価の推進により、自己肯定感を高める。
D　学校行事を主体的に運営させることで、自己有用感を高
める。

④生徒個々の学習実態を把握する観点別評価に努める。
⑤種々の行事において、生徒の主体的活動を促進する指導に努める。

E　基本的生活習慣の確立を促す指導を充実させる。
F　ルールやマナーの理解を深める取り組みを充実させる。

⑥遅刻や欠席の多い生徒への面談等の緻密な指導を継続的に実施する。
⑦教師が率先垂範を心がけるとともに、生徒指導に係るホームルーム活動の充
実に努める。

学校運営方針

昨年度の成果と課題

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

I　地域との連携の推進。
J　広報活動の充実。

年度重点目標 具体的目標
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評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

生活習慣に関するアンケート等

体験入学参加者アンケート

学校ホームページやSNS（Instagram）の行事ごとの更新と記事内容の工夫を行う。

出欠統計
欠課時数報告書数

授業アンケート
基礎学力診断テスト

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

新入生アンケート

D　学校行事、式典を円滑に運営する
ことで、伝統を引き継ぎ、充実した学
校生活の形成を図る。
⑤種々の行事において、生徒の主体
的活動を促進する指導に努める。

校務用や生徒用ネットワークの整理を適切に行い、校務や授業に効率的に活用できるよう
にする。

貸し出し用の授業用PC、タブレット、プロジェクター、スクリーン等の管理を行い、活用しや
すい環境整備とサポ ート体制を充実させる。

E　基本的な生活習慣の確立を促す
指導の充実を図り、生徒の自己管理
能力の向上、心身の健康の保持・増
進に繋げる。

定期健康診断を確実に行い、その事後措置を適切に行う。

熱中症や各種感染症等の予防啓発に向けて、保健だよりの作成と掲示物の有効活用を
図り、生徒の健康への意識啓発を図る。

美化強化週間を設定して、清掃指導を組織的に行い、校内の環境整備に努める。

学校生活アンケート等
G　生徒ひとりひとりが安心できる環
境を作る。

個別の面談や月に一度実施するいじめアンケート等を活用して、生徒の実態把握と情報
収集に努める。

ルールやマナーの理解を深める取り組みを充実させ、規範意識の向上を図る。

職員間の共通理解を図り、諸問題に対して組織的に迅速かつ丁寧に対応していく。

学校満足度アンケート等
G　全ての生徒が安心して学校生活を
送ることができる支援体制、及び校内
環境を整える。

生徒情報共有を１学期に行い、、生徒理解を深めるための職員研修を適宜行う。

心の健康に留意を要する生徒について、スクールカウンセラーや訪問相談員等と連携を取
り、早期に把握し、適切な対応を図る。

緊急時の避難マニュアルを作成し、火災や自然災害等を想定した防災避難訓練を行う。

学年・関係教科と連携し、本校生徒の進路実現に合った模試・検定を精選する。

学校満足度アンケート等
D　学校行事を通して、生徒の自主
性・主体性を伸ばし、自己有用感を高
める。

生徒会を中心に、生徒主導で学校行事の企画・運営を行うために、事前の指導を充実させ
る。

体験的な活動を充実させ、非認知能力を育成する。

委員会活動や部活動の充実に努め、様々な場面でリーダーシップを発揮できる生徒の育
成を目指す。

総探満足度調査
I　地域との連携を推進し、総探におけ
る取組を充実させる。

地域企業・大学・市役所等と連携を図ることで、探究活動を充実させる。

探究活動で培った学びを確実に記録し、生徒個々の進路実現につなげる。

進路支援満足度調査

生徒育成部
（保健課）

進路支援部
（進学支援課）
（就職支援課）

B　生徒個々の進路志望実現に向け
た学力を育成する。

各種ガイダンス、大学見学会や外部講師による模擬授業等を実施し、勤労観・職業観の育
成をし、必要な進路選択ができるようにする。

A　基礎学力の充実

授業時間の確保により、先生方に振り返りを行うゆとりある授業計画につなげる。

授業アンケートを分析し、結果を周知することにより、振り返りの時間の状況を確認し、授
業での振り返りの時間の確保につなげる。

基礎力診断テストの機会を利用して「学びなおし」を計画的に実施し、生徒の実態に応じた
指導を行う。

E　基本的生活習慣の確立を促す指
導を充実させる。

二者面談により、生徒の現状を把握し、基本的生活習慣の問題点についてその改善を促
す。

校務支援システムの出席簿への入力を毎月月末締めとし、結果を生徒に還元することで
欠席・遅刻を抑制する。

考査終了後の成績処理で成績伝票を出力し、確認・提出することにより、欠課時数の把握
と指導につなげる。

J　広報活動を充実させ、体験入学参
加者ひいては受験者増加に結びつけ
る。
⑫ホームページの更新を即時性を
持って行う。

中学生体験入学の企画を作成し中学校へ周知を図る。本校の良さを伝える内容を企画
し、申込数350名超を目指す。

中学校や塾を対象とした進路相談会や学校説明会において、効果的な広報活動を展開す
る。

教育支援部
（教務課）

教育支援部
（企画・広報課）

式典、各学校行事、表彰式の要項の作成、企画をし、円滑な学校運営を支える。

生徒育成部
（生徒指導部）
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授業アンケート等（２）全国規模の公募展やコンクール、地域連携への積極的参加を図る

（１）芸術科行事や進路学習を通して、3年間を見通した指導を実践する

IJ本校芸術科教育の広報活動を工
夫、改善し、美術・書道への興味・関
心を持った生徒の獲得に努める。

AB芸術科教育の充実と進化に努め
る。

芸術科

広報活動、実技講習会を充実させ、受検者数の安定をめざす

学校満足度アンケート、
参加者アンケート等芸術科広報行事の充実を図る

芸術科広報媒体の充実を図る

授業改善による芸術科教育の拡充

規律と責任を身に付けさせるために、授業・ＨＲ・学年集会等を有効に活用する

学校生活についてのアンケートを実施
（１２月実施）

校則についての訓話をし、校則をしっかりと守らせることで自律心を育て、社会のルールを
遵守する生徒を育てる

学校行事に積極的・意欲的に参加するように促し、帰属意識を育てる

F規範意識を徹底することで社会の一
員としての自覚を持たせ、「世の役に
立つ人間」を育成する

学校生活アンケート
・研修の成果に関する質問

授業アンケートを実施し、生徒の実態把握と教職員の授業改善の材料とする。

コース別クラス編成のメリットを生かし、授業・ＨＲ・課外を有効に活用することで、個々の進
路に合わせた学力を向上させる

進学先・就職先決定についてのアン
ケートを実施（２学期実施）教室・ロッカーの整備、授業規律を徹底させることで、学習に集中できる環境を整える

進路指導部との情報共有を密にし、生徒全員の進路決定を図る

総務部
（研修課）

A　授業改善を中心に、個に応じた学
びの提供に努め、授業研究を推進す
る。

本校の実態に即した内容で研修プログラムを構築し実践する。

授業研究の機会を確保するために研究授業を計画･実施する。

D・F　生徒の自己有用感を高めルー
ルやマナーを自ら見直すことができる
力を身に付けさせる。

A・B　基礎学力を充実させ、生徒個々
の進路志望実現に向けた学力を育成
する。

F・G　ルールやマナーの意義やそれら
を守ることの重要性を理解させ、生徒
が安心して学習活動ができる環境を
整える。

B個々の進路実現に向けて学習環境
を整え、進路実現に必要な学力を付
けさせる

A・E　生徒の学習意欲を喚起し、学習
に臨む姿勢、学習習慣、基礎学力を
身に付けさせる。

第１学年

第２学年

第３学年

授業規律の確立の為に教員が連携して行い、落ち着いた環境を作る。

生徒の自己有用感育成の為に指示型でなく思考させる言葉がけを行う。

学期に1回以上は生徒と面談する機会を設け些細な変化を見逃さないよう意識する。

原則個別対応を常とし、生徒の特性に合った指導や言葉がけを工夫する。

授業規律を保ち、学習に集中できる環境を整える。

学び直しや振り返りの時間を設け、基礎学力の定着を図る。

生徒の能力と現状をきちんと把握し、能力や目標に応じた指導を行う。

G・H　生徒一人ひとりが安心出来る環
境を作る。人権教育の充実を図る。

県教育センター専門研修等の校外研修受講を推進し、初任研等の基本研修の計画･実施
の充実を図る。

最新の教育情勢の情報共有、特別支援を必要とする生徒への対応についての研修を実
施する。

研修を通して教職員一人ひとりの人権意識を高め、人権を尊重できる学校環境づくりに努
める。

学校満足度アンケート等

授業アンケート等

学校満足度アンケート等学校生活や行事を通してリーダーの育成や、良好な人間関係作りを経験させる。

不登校傾向や問題行動等には、面談や複数の教員で関わるなどきめ細やかに対応する。

集団生活に必要なルールやマナーの意味を理解させ、規律ある学校生活を送らせる。

生徒の実情を把握し、授業改善を日常的に行う。

授業アンケート等生徒・保護者との面談を充実させ早期対応を心掛ける。

授業アンケート
・授業改善に関する質問
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